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⑤慶長以後廃鉱にな6た鉱山の『

「抗道図について。

・⑥・ヅ⑳・ポ野獣要ず．．
　・る日数6

⑦　究》ン）｝rチが体と羽とρ関係①

　・で飛べないはずという説は？

即篤し・③咬害、・難工学大和』には・7
ランズの些般的な規制のみで，セーヌは記載なし。’

，丁零渡金銀山の史話』，『日本科学技術史』，『目本産業

史大系』，各鉱業所の社史等を見たが不明。

　　　　　　　　　　　　　　　　　昆虫記関係を調べたが，その事実は発見できず。②

　　　　　　　　　　　　　　　　雑誌記事索引よ，り「昆虫の飛行艇め機能を追って」

　　　　　　　　　　　　　　　　（『科学司19弓吻があ、つたカミ・クマがチに関してな、

　　　　　　　　　　　　　　　　　《・湯冷が0ゆ・d，大学P・i・gl・g・・upゆ醐…

　　　　　　　　ゼ』暫　　　　　’含わせ不可能・』，

：⑧土中lmの所噛る鉛管吐＠一読木工噺雌関係の資料照照たが不明，⑫

週t唖量がQ？場含・鉛後日・偶然辱膿学会報』第20巻に「楽毛岬
　管を受ける圧力はいくらか。t／　プラスチックパイプの強度に関する研究（第2報）ト．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラク．ダの踏圧による影響」鯵考となるデ」歯面．

騰駅の設計

㊧・誰轡翫どで飾摘df・①躍管理蝉騨嘆料観たが発見で就tt
　cycleとはど「ういうことか。　　，②　　　　　　　　　　　　　　　　灘畔撃墜ど嚇興㍗嚇もでてい．

．r’　．（きだ・．はる参六陳府立図書館天主寺分館奉仕課長）、

　　　レフ・レ傭例i、　∫騰印記職聯修史図引で

；舟日記抄図引合渇㌧・ゴ1減職燕驚P蘇巨5齢じ

　　　　　　＼1．　、　　／　・　’・・「　、，ズ謄写したものと説明レでし渦が・そうで

∫、当騨蔵本は・全8冊のう梯、珊歓　・・はなくそ海舟か野史館ぺ曜醍出、し「

べ・もめで卒るカ1・勲章書房版全集巻絹の写　ttたことがあらてP．ぞ塵を二三館でに・．抄録

真掲出本ζ体球潜全くr“’k致して悟る・’、こり』r　　写本を2部こしらえゆ『「部を勝家へ汁気

盤螺繰締凝臥1越灘翻御感1
や鉾録本に目賀田男爵家1¢）旧蔵本で修史館‡，．，tttt当館が購求し泥めば」，明治35年6月10一




